
バ イ エ ル ン国立 図書 館

教養部助教授 高 坂 史 朗

クラフ ト博士編集 の 『ドイツ日本語文献蔵書 目録』全5巻
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JapanischeHandschrifenundtradi-

tionelleDruckeausderZeitvor1868in

MUnchenと い う書 物 が あ る。rミ ュ ンヘ ン

に お け る1868年 以 前 の 日本 の 写 本 お よ び伝 統

的 な 刊 行 本 』 とで も直 訳 し よ うか 、 と も か

く、 ドイ ツ の ミュ ンヘ ン にあ るバ イ エ ル ン国

立 図 書 館 、 市 立 図 書 館 、 人 形 劇 場 博 物 館 、 そ

して 民 族 学 博 物 館 のr日 本 語 文 献 蔵 書 目録 』

で あ る。 バ イ エ ル ン国立 図 書 館 に勤 務 して い

た東 洋 資 料 室 の エ ヴ ァ ・ク ラ フ トさん が 編 集

した 本 で あ る。 ク ラ フ トさ ん の この 編 集 シ

リー ズ は、 単 に ミュ ンヘ ン にの み と ど ま って

はい な い。 第1巻 が ベ ル リ ンの プ ロイ セ ン文

1ヒ財 団 所 有 文 献 、 第2巻 が ミュ ンヘ ンの この

書、 第3巻 ボ ン、 ブ レー メ ン、 ハ ン ブル ク 、

ケ ル ン、 第4巻 ボ ー フ ム、 そ して 、 第5巻

ミュ ンヘ ンの増 補 版 と全 部 で5冊 で あ る。 ド

イ ツの 図 書 館 、 博 物 館 に あ る 日本 語 文 献 のす

べて を 網 羅 して い る と言 って もよ い 。1例 を

示そ う。
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一 昨 年 の 夏
、 わ た しはバ イ エ ル ン国 立 図 書 館

の 東 洋 資 料 室(東 ア ジ ア課)の 一 室 で 、3人

の ドイ ツ人 を相 手 に 、 た どた ど しい ドイ ツ語

で 近 畿 大 学 の 図 書 館 の 蔵 書 、 近 畿 大 学 の ス

タ ッ フが いか に 充 実 して い るか 、 とい う不 可

能 に 近 い 「紹 介 」 に 汗 を 流 して い た 。"Mein

KollegeProf.Kontaisteinf"hrender

ForscherUberVerlaginderEdoZeit.

SeinWerkheiβtEdoηoEoηyα8α π

d.h.BuchhandlunginEdo."「 た と え

ば 、 同 僚 の 今 田 教 授 は江 戸 時代 の 出 版 業 の 研

究 者 と して は指 導 的 な 位 置 に あ る。 彼 の 作 品

は 『江 戸 の 本 屋 さ ん 』 と い い 」 と。 す る とそ
こん た

こにいた一人の白髪の女性が 「今田先生の江

戸の本屋 さんで しょう。わた くし読みま し

た」 と流れるような日本語で話 し出したので

ある。私はその日本語の上手さに、たちまち

ドイツ語で話す緊張感が とけて しまうと同時

に、その語 られた内容に戸惑いを覚えたので

ある。r今 田洋三氏の本を ドイツ人が読んで

いるはずがない。今田と書いて こんたと読め

るはずがない、いやKontaと 発音 した音を

今 田と理解 してい るはずがない…。 しか し

エ ヴァ ・クラフ ト博士、1994年7月26日 バイエル ン国

立図書館東洋 資料室 にて 筆者撮影



この日本語の上手 さは並の能力ではない。」

とっさにこれ らの思いが ドッとあふれ出て、

同時に汗が滝のように流れ出した。その白髪

の女性がエヴァ・クラフ トさんである。その

時、私はバ イエル ン国立図書館の一室で、

ミュンヘン大学東洋文化研究所所長の ヨハネ

ス ・ラウベ教授 と、国立図書館東洋室主任の

アルフ ォンス ・デ ュフ ァイ博士 と1995年 に

ミュンヘ ンで行お うとしている、共同企画

「江戸時代名所図展覧会」の協議に赴いてい

たのである。

ところで、そ もそもこの企画が生み出され

たのは、平成4年11月 に、当時、学術振興会

の招きで京都に滞在中だったラウベ教授に近

畿大学で教養部主催の講演会をお願いしたこ

とによる。講演会の後、ラウベ教授を囲んで

懇親会を催 したが、その席で近畿大学と ミュ

ンヘ ン大学 とのより一層の交流を深めたいと

の綱澤満昭教養部長 とラウベ教授 との意見交

換が行われた。その1っ の案が 「名所図会」

の展示会であった。近畿大学には中央図書館

に 「島本文庫」を中心 とした江戸時代の 「名

所図会」がおおよそ百点ほどある。そして、

その頃今田教授を中心に数名の教員の共同研

究がなされていた。 この 「名所図会」の案は

提示 されたい くっ かの うちの1っ であった

が、ラウベ教授が ドイツ帰国後、関係する会

議で提示するや、 この展示企画が一気に浮上

した。そして、それに最 も積極的な賛意を示

したのがデュファイ氏であった。

さて、私も呑気なもので、近畿大学の中央

図書館が大学図書館 として頭抜けて立派であ

るとまでは思っていなかったが、図書館が自

慢する 「島本文庫」も、それなりに価値があ

るものと思っていた。そこでその時、国立図

書館のその部屋で近畿大学のコレクションを

話 し始めた。するとクラフ トさんは、私の差

し出 したリス トに、みるみる赤ペンでチェッ

クを して行 く。傍 らで見ている私はまたまた

汗が吹き出 した。近畿大学の所蔵の2/3は バ

イエルン国立図書館がすでに所蔵 しているの

である。私は思わず 「これでは近畿大学の出
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る幕 が な い 」 とっ ぶ や い て しま った 。
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バイエルン国立図書館は、ベル リンの国立

図書館、フランクフル トの ドイチェ ・ビブリ

オテークと並んで ドイツ連邦共和国の中央図

書館の機能をもっている。1558年 、バイエル

ン侯アルプ レヒト5世 が宮廷図書館として創

設、アウグスブル クの豪商フッガーなどの協

力を得て、イタリア、スペイン、オランダな

ど、ヨーロッパ全域か ら写本、インキュナブ

ラ(グ ーテンベル クの印刷術の発明か ら15世

紀末までの刊行物)の 収集を行 った。1663年

以来、バイエル ン選帝侯国の義務納本制を

敷 いて、図書の収集 に努めている。また、

1807年 以降バイエルン科学アカデ ミィーの図

書館で もある。このように発展 した同図書館

の蔵書量は1992年 の終 りで、6286255冊 、逐

次刊行物38243点 の ドイツ最大規模の図書館

である。 とくに創設以来の写本 コレクション

は、 ドイツの歴史の展開によって、すなわ

ち、1773年 のイエズス会の解散、1803年 の神

聖 ローマ帝国崩壊 による教会諸侯領 の世俗

化、1806年 の帝国都市アウグスブルク、ニュ

ルンベルク、 レーゲンスブルクのバイエルン

編入などによって、増え続 け、3万 点にも達

した。現在71505点 が登録 されている。

さて、私が出入 りした東洋資料室(東 アジ

ア課)は 国立図書館の2階 にあり、9の 部局

(購入課、目録課、閲覧課、写本 ・稀観本

課、音楽課、東 ヨー ロッパ課、オ リエ ン ト

課、東アジア課、地図課)の うちの1つ であ

る。現在の蔵書は中国関係47266点 、 日本330

58点(70362冊)、 朝鮮3383点 、 タイ320点 、

ベ トナム275点 である。主任デュファイ氏の

言葉を引 こう。「バイエル ン国立図書館 は ド

イツ文化圏の中で、東アジアの古典収集では

最大の地位を占めている。これはまず最初に

中国 と日本への宣教師の寄贈に始まる。(最

も古い物は1618年 にさかのぼ る。)さ らに18

世紀後半 の大量購入、第1次 、第2次 大戦
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後、そして近年の20年 間に、日本 と朝鮮文献

の体系的 な古書購 入 によ って い るので あ

る。」

日本語文献の中で出色なものを拾 って見る

と、8世 紀(770年 以前 と思われる)の 『百

万塔陀羅尼』、平安時代のr大 般若波羅蜜多

経』の巻物、12世 紀、恵什r図 像抄両界仏』

恵什r図 像抄普賢延命菩薩』、イエズス会の

版本 として知 られる16世 紀のrぎ やどぺかど

る』、嵯峨本と呼ばれる古活字版の謡曲r鵬

鵡小町』(1615年)、 観世忠親の書による謡曲

木版本r和 志満』(1620年)、 小野阿通(1558
-1631)の 手によるといわれるr源 氏物語』

の写本、r寛 永御行幸記』(1626年)、r江 戸方

角安見圖』(1680年)な ど枚挙に暇がない。

もちろん先のr蔵 書 目録』にはこれ らすべ

てが記載されている。
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昨年の夏はことのほか猛暑であった。それ

はヨーロ ッパ も同 じで札 幌より緯度の高い

ミュンヘ ンでも40度近い気温であった。その

暑さのなか、今田教授 と私はバイエルン国立

図書館を訪問した。95年 の展示会の展示品決

定 とそれに関わるいくっかの問題点を協議す

るためで ある。(私 た ちの ミュ ンヘ ン出張

は、ほかに重要な課題 もあった。展示会と同

時に開催される全 ドイツ語圏の 「日本学会」

での特別企画のシンポジウムにっいての討議

と、それを契機としての ミュンヘ ン大学と近

畿大学との姉妹大学締結の準備交渉である。

それ らに関 しては別の機会に触れたい。)10

日間の滞在 日程の半分以上をバイエルン国立

図書館の古書検索 と打ち合わせに費や した。

ラウベ教授、デュファイ主任、そ して今はも

う嘱託の地位にあり、体調 も壊 して休養を

取 っていたクラフ トさん も加わって、来年へ

向けての展示会の準備である。

国立図書館を訪問する前、ラウベ教授 は

「先 日、学生を連れて古書をみせてもらいに

行 ったのだが、デュファイ氏はどうも貴重本

を見せたが らない」と危惧する言葉が発せ ら

れたのだが、訪問すると、デュファイ氏は今

田氏と初対面ながら一言二言会話を交わせる

や、次か ら次へと貴重書の山を築き、今田氏

という専門家への敬意とともに、自分たち東

洋資料室の収集の努力を認めて くれる人物を

得た喜びが伺われた。

5名 の者が討議 した展覧会の構想は次のよ

うなものである。

江戸時代名所図展覧会

日時、1995年10月9日 一11月15日 。

場所、 ミュンヘン大学大学本館の北ホール。

展示物はテーマを設定 して陳列されるが、そ

のテーマは

1社 会的役割 一日常生活の諸相

天皇 公家 武家 神官 ・僧侶 農民 ・

漁民 ・猟師 職人 商人

2通 過儀礼 と死生観 一人生の諸相 一

前生 子 ども 男性 と女性 老人 病 と死

3異 質な空間一非 日常的な世界 一

名所 聖地 くるわ 芝居 異界

4異 質な時間一年中行事と聖なる経験
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祭礼 神事 仏事 自然との共生 遊興

霊験

交通 ・交流 一移動の諸相 一

陸と道と海の道 異国 との交流 巡礼 ・

参詣 交易 情報

学問 ・遊芸 一教養の諸相 一

芸能 芸道 教育知識

そのテーマにしたがって本学 とバイエルン

国立図書館所蔵の以下の書物を並べ解説す

る。1都 名所図会、2拾 遺都名所図会、3都

林泉名所図会、4大 和名所図会、5和 泉名所

図会、6河 内名所図会、7摂 津名所図会、8

住吉名勝図会、9紀 伊国名所図会、10紀 伊国

名所図会後編、11紀 伊国名所図会三編、12熊

野遊記、13熊 野名勝図叢、14播 磨名所巡覧図

会、15阿 波名所図会、16伊 勢参宮名所図会、

17二 十四輩順拝図会、18金 比羅参詣名所図

会、19日 本名山図会、20日 本山海名物図会、

21日本山海名産図会、22三 国通覧図説、23江

戸名所図会、24東 都歳時記、25東 海道名所図

会、26木 曽路名所図会、27西 遊旅課i、28長崎

聞見禄、29北 越雪譜、30唐 土名勝図会、31安

芸国厳島勝景図、32戯 子名所図会、33万 国総

図、34祇 園会細記、35山 海見立相撲、36五 十

三次名所図会、37摂 州大坂地図、38佐 州金銀

採製全図、39山 水略画式、40江 戸方角安見

図、41寛 永御行幸乃次第

このほかに民族学博物館が所蔵 していて、

未整理な状態の浮世絵、絵本が加わる。展示

の説明文や、カタログの文章は日本語 と ドイ

ツ語の両方で行われる。

なお順調 に事が運べば、その開催の10月9

日に ミュンヘン大学 と近畿大学 との姉妹大学

の調印式が行われることとなろう。

.._、 、、 、。漁_。 ～滋_-6_、 繍、.両_繍_w、.、

「江 戸 時代 名 所 図展 覧会 」 の案 内状 主 催:ル ー トヴ ィ ヒ ・マ キ シ ミ リア ン ・ ミュ ンヘ ン大 学

近 畿 大 学 、 バ イ エ ル ン国 立 図 書 館 、 ミュ ンヘ ン民 族 学 博 物 館


